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1.人件費の状況(-般会計決算)

2,職員給与の状況(-般会計)

区　　　　　分　　)平成12年度当初予算　平成13年度当初予算　前年度増減

千円千円千円

人　件　費　　　　　1,197,051　　　1,166,5了8　△30,473

千円　　　　　　　　　　　　　　　　千円　　　　　　　　　千円

1, 007, 021　　　　　　　9了3, 685　　△33, 336うち-般職員分

4,職員の平均給料月額
(い｢3. 4. 1現在)

平均給料月額‡平均年齢

3.職員の初任給の状況
(即3.4 1現在)

5.職員の経験年数別,学歴別平均給料月額の状況

区分上詳言叢話 劍ﾆ��D��B�経験年数 
10年以上15年未満 �#�D闌��3#YD駛)i��

-般 行政職 ����Xｧy�###づc����阯��#c"ﾃ���3s2ﾃ����

高校卒 ����釘ﾃs���円 244,100 ���33Rﾃ����

町
職
責
の
給
与
と

職
責
敬
の
状
況

河
内
町
職
員
の
給
与
は
､
国
や
県
､
他
の
市
町

村
職
員
の
給
与
ま
た
は
民
間
企
業
の
給
与
な
ど
を

踏
ま
え
て
　
｢
河
内
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
｣

で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
｡
職
員
の
給
与
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容
は
､
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料
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扶
養
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｡



6. -般行政職の級別職貫数の状況

7.職員手当の状況(平成13年度支給割合)

区分 �ﾙ>�*ﾂ�国との異同 

期末手当 茶hﾈ隸｢茶�(ﾈ隸｢茶8ﾈ隸｢宙ﾇb�� 1.45月分1.55月分0.55月分3.55月分 �:�+b�

勤勉手当 ��緜�ﾈ饂｣�經Xﾈ饂｣�ﾃ�Xﾈ饂｢� 

扶養手当 ��ﾈ,��hﾇh,ﾈ�8*ｨ,�*ﾚH皦,h+X,I�X醜,ﾉWﾙwｸ/��8*�,H*"�同じ 
る扶養親族のある職員に支給 

住居手当 俾���,从�ｨ+ZI�)��皦,X*�.��X醜-ﾈ+ﾘ,ﾘﾈ隗｣�"ﾃ���冷�同じ 
を超える家賃を払っている職員に支給 

通勤手当 �,ｨｼ雹yz8*｣&ｶﾘ決�8,Xﾏ�,ｨｴ�ｭjH齪彿w�鋹9�/�y駅�+r�同じ 
る職員に支給 

区分 仂���#�D��勤続25年 ��ｼ���3YD��最高限度 

自己都合 �#���ﾈ饂｢�33.了5月分 鼎r綛ﾈ饂｢���60.0月分 

勧奨･定年 �#ふ閲店ﾈ饂｢�44.55月分 田"驅佇饂｢�62.7月分 

9.特別職の報酬等の状況
(H13.4 1現在)

職員数 劔対前年 増減数 
口平成11年 劔[ﾙ�ﾃ�)D��

-般行政 i 亳8橙�2 �"�0 

総務 箔#��28 ��#��

税務 亦�免��10 ���

民生 鼎��37 ���#���i(ﾒ�

衛生 湯�9 ���

農林水産 ��"�12 ���

商工 釘�4 ���

土木 湯�9 ���

小計 ��#2�111△12 

特別行政 仆8屍�32 �3#��
小計 �3"�浩 ���

i 特別会計 ��Y;��5 釘�△1 

下水道 迭�4 ��#��

その他 澱�15I9 

小計 ��b�音23音7 

l合計 �1了1音166音△5 

※注　民生部門の減は､民生部門に入っていた介護職員の区分が､
12年度から特別会計部門その他iこ変更になったためです｡



飼醐蹴
塵繭動弼醗闘

水田農業経営確立策は､食料の安定供給の確保と農業の持続的な発展等を着実に推進

するための対策です｡需要Iこ応じた米の計画的生産と水田Iこおiナる麦･大豆･飼料作物

等の本格的生産の定着･拡大に向Iナた対策として平成12年度から平成16年度の5力年間

にかiナて実施されております｡

また､米の需給に伴う価格水準や政府の備蓄量を踏まえ､今般｢米政策の見直しと当

面の需給安定のための取組について｣が取りまとめられ､その中で平成14年度の生産調

整規模については平成13年度生産調整面積と同様に全国で101万haと決定されました｡

需給に応じた米の計画的生産を目指すため､米の作付面積と生産調整面積を配分いた

します｡

平成14年度生産調整面積 

国 ��ﾃ���ﾃ������

県 �3rﾃssf���

河 内 町 涛S����

｢臆｢-一喜一喜一園丁臆-(うち緊急拡大-8-B-盆4-4-b9-｣- !加工用米14,958袋(当初配分) 

壁書菓臆臆勅書喜喜漢書喜漢書分離 � 
田園園園園喜捨 �,h.�^(��†経営確立助成×主l ��ｮﾈ自9ｸ尨����ｫ��沓�

-般作物 (麦,大豆,飼料作物) �#�ﾃ���冷�40,000円 亦�����X手ﾞﾉWH*�ｩ�����9b�+ﾘ.ィﾃ���苓/�ｹ(��+x.����"��h蝎+)�����Y$)�ﾈ�"�

-般作物 (豆類･青刈･レンゲ等) �#�ﾃ���冷�20,000円 

特例作物 (野菜･たばこ･こんにゃく) ���ﾃ���冷� 

永年性作物 ���ﾃ���冷� 

景観形成作物 ���ﾃ���冷� 

調整水田 ���ﾃ���苓��"�2� 

保全管理 ���ﾃ���苓����2� 

(注1 )経営確立助成を受ける｢こは要件が必要となります｡



平成14年度の配分面積については以下のとおりです｡

①　水田耕作面積3 6. 9%を生産調整面積(転作面積)として配分します｡あわ

せて米の作付Iナ面積(稲作面積) Iこついても配分いたします｡

※米の作付け面積とは.水田耕作面積から生産調整目標面積(3 6. 9%) ±控除した面積(6 3. 1%)が米

の作付面積となります｡

②　水田耕作面積が100品未満の農家iこついては､配分対象外とします｡

③　加工用米は転作配分面積の10%を当初配分いたしますが､希望数量を水田農業経営

確立対策計画書提出時に記入願います｡

｢I百目 劍+�9b�;田園音教護 �-�Hｫ����ｫ�ｸ��ｫ���

定 着 化 冦ｩUylｩ��-ﾈ,X,ﾉ5ﾘﾞﾈ��郢Z｢�免V��10,000円 ��h蝎+)�駑ｩUylｩ��/�$)�ﾈ+X+ﾘ��郢E�b�,佰�WB�

目標面積を超え た転作実施分 價萎ﾂ�lea �#�ﾃ���冷�

畑作以外 �����12,000円 

町単独団地化奨励金 (麦･大豆･飼料作物等) 剴����5,000円 ��円ﾘ蒴ﾛｨ槨ｼ��4ｨｧﾈ���郢66�+�ﾏ�WB�

麦作振興対策特別奨励補助金 剿ﾆV��22,000円 ��h蝎+)�駑ｩUylｩ��$)�ﾉE�h,Y5ﾘﾞﾉI�/��ﾞﾉWH+X+ﾘﾖｸﾞﾈ�(,佰�WB�

青刈奨励補助金 剴����5,000円 ��h蝎+)�駑ｩUylｩ��$)�ﾉE�h,Y�(ｪ�手/����邵+X+ﾙE�h�(,佰�WB�

大豆奨励補助金 剴����5,000円 ��h蝎+)�駑ｩUylｩ��$)�ﾉE�h,Y�Y:H/�ﾞﾂ�WH+X+ﾙE�h�(,佰�WB�

調整水田奨励補助金 剴����20,000円 ��h蝎+)�駑ｩUylｩ��$)�ﾉE�h,Y+)���Y62�/���邵+X+ﾙE�h�(,佰�WB�

永年性作物奨励補助金 剿ﾆV��5,000円燐霜雪繋馨護喬で永年酢 

生産組織育成補助金 剴��y�B�60,000円 �)5ﾘﾞﾈ�9w�*�.���kﾈ決�8,ﾉ�h蝎�y�B�
1組織 �3�ﾃ���冷�転作意欲ある5…10名の生産組織 

l加工用米奨励補助金 剴��ﾂ�15,000円 ��ﾔ駅�¥H/��捶+X+ﾙ�I|ｨ,���+Xﾏ�WCｲ�

l麦種子補助金 剴��"�俎y?ﾈﾕ��h顗���+�ﾌ�.��

30,000円

30,000円

問合せ先　　産業課　丁E｣84-21 1 1 (内線141･142)



摘締障害藷

これまで保健所で行っていた通院医療費公費負担へ　精神障害者保健福祉手帳の

申請窓口が平成14年4月から､お住まいの市町村に変わります｡

繭蘭轡

｢通院霞頗費公費負担制度｣について
この制度は､精神疾患の通院医療を受けやすくするために､医療費が助成される制度で､

自己負担は総医療費の5 %になります｡

なお､茨城県の国民健康保険加入者は､自己負担はなくなります｡

例)通院医療費が月額1万円の場合･･

医療保険給付が7割の場合

医積保険給付　　自己負担

公費負担制度を利用すると

医療保険給付　　公費負坦

500円

自己負担

(諾嘗繋粥八巻)

｢指神陪善書保健福祉手帳｣について
この制度は､精神の疾患により日常生活や社会生活に制約がある方が､医湊や福祉の支

援を受けやすくするためのものです｡

手帳の交付を受けた方は､所得税や住民税などの障害者控除の他､通院医漂費公費負担

の申請手続きが簡単になるなどの優遇措置が受けられます

○手帳の対象者　精神疾患を有しており､精神障害のために日常生活又は社会生活に不自

由のある方｡

なお､知的障害は対象になりません｡ (知的障害者の方は､療育手帳の対象になります｡ )

○障害等級手帳の障害等級は､ 1級､ 2級､ 3級があります｡

※詳しくは､河内町住民課(丁各｣84-2 1 1 1)若しくは通院されている医療機関に

お問い合わせ下さい｡



T=_- -_-_ ,ノ三三三圏図回
いばら若鳥党改革研究会を設置

茨城県警察官採用特別試験及び説明会 
【採用特別試験】 

･男性警察官A･男性警察官B･女性警察官A･女性警察官B 

申込受付期間予定3月下旬へ4月下旬第1次試験予定5月中旬 

最終合格発表予定7月中旬採用予定10月1日 

対象者平成14年4月1日現在,大学･高校等を既に卒業した人 

※特別試験の具体的内容については:3月下句に決定いたします｡ 

【採用試験説明会】 

｢｢時4月14日(日)午前9時から午前11時30分まで 

場所茨城県警察本部9階大会議室(水戸市笠原町978-6) 

対象者採用特別試験と同様 

日程(1)受付(9:00へ9:20) 

(2)警察官採用試験等に対する説明(9:30へ10:20) 

(3)警察本部庁舎見学等(10:30へ11:30) 

交通機関JR水戸駅南口及びJR赤塚駅から県庁行き直通バスが運行されます｡ 

試験及び説明会問合せ先竜ヶ崎警察署警務課Ⅲ62葛O110又は最奇の駐在所まで 

茨城県警察本部警務課採用係フリ-ダイヤル0120-314058 
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惑捗容認　舘謹憾鹸
河内町介護認定調査員 

これまで町の調査員が行っていた要介護

認定(更新)申請等の際の要介護認定調査を､

3月から町の委託を受けた指定居宅介護支

援事業所の調査員が訪問して行っています｡

訪問する調査員は所属する指定居宅介護

支援事業所名と氏名へ　町の委託を受けて調

査に従事する者であることを証明した｢河

内町介護認定調査員｣証を携帯しています｡

調査は申請から1週間以内に実施します｡

調査員が,事前にご本人や介護されている

方のご都合を電話等で確認して訪問します

ので､ご協力をお願いします｡

捕霞卜臓
町の委託を受けた調査員が
｢要介護認定調査｣に

お伺いします

○介護保険に関するお問い合わせは　保険年金課　介護保険係　皿0297-84-2111(内線164･ 165)

4月1日から老人保健法の規定に基づき､

高齢者の自己負担額が次のとおり改定される予定です｡

●外来の場合 ��ﾉ��ﾉ]ｸﾉ(,ﾉdｹn(ｬXﾎﾈ/��8*�+ﾘ�ｨﾘr�

(D定額制の診療所(注) ��.逢ｩ�x,ﾉdｹn(ｬXﾎﾈ5�6X�ｸ5h8x92�(ﾒ��

道三中底= ��mｨ,�,(*ｳc��冷ﾘ�ｹ%Yh�%R�
1目につき800円う1目につき850円 ��

②病院及び定率制の診療所- ��

②定率制の訪問看護ステ-ション 

⑯⑮ ��

1ヶ月に3,000円→1ヶ月に3,200円 

医療機関で1,500円-÷1,600円 亅�(ﾘx+��hｫ��憖>�*ﾉ]ｸﾊ�霎�攤�8倬Y�8ﾅr�jsィﾓ#����>��ﾃ�cR��

圏=艶話 



国債年金篠
からのお三郷ら

華厳『4籠金属韓国想富
国麗筆塗㊨事績馨惑国賊塾輪妙義3!

今回は､ ｢保険料免除申請｣の手続きについてお知らせします｡
『保険料免除制度』とは

経済的理由などで保険料の納付が困難な人のために-定要件を満たした場合に保

険料が免除される制度です｡

平成14年4月から現行の｢全額免除｣に加えて｢半額免除｣がスタ-トします｡

鵜全額亀陰さした場合
免除を受けた期間は受給資格期間に入り,老齢基礎年金額は保険料を納めた場合の

3分の1として計算されます｡

【例】 25年納付15年間全額免除した場合(平成13年度の年金額で計算)

804,200円X 25年×12黒土.(,I.5皇×12×÷)二603,200円
40年×12月

看半額免除した場合
免除を受けた期間は受給資格期間に入りへ　老齢基礎年金額は保険料を納めた場合の

3分の2として計算されます｡

【例】 25年納付15年間全額免除した場合(平成13年度の年金額で計算)

804,2OO円X 25年×12黒土.(,1.5票px12×÷)二703,7OO円
40年×12月

◎学生については｢学生納付特例｣がありますので半額免除は適用されません｡

密84-2 1 1 1 (内線163 ･ 164)

羽
　
町
長
の
動
き

1
日
(
金
)
庁
議
､
国
土
交
通
省
利
根
川

下
流
工
事
事
務
所
長
と
の
協
議

4
日
(
月
)
国
保
運
営
審
議
会
､
食
改
善

厚
生
労
働
大
臣
賞
受
賞
報
告
､
農
業
振

興
会
議

5
日
(
火
)
下
水
道
運
営
審
議
会

8
日
(
金
)
入
札
､
東
町
坂
本
町
長
来
庁
､

牛
久
沼
運
営
協
議
会

1
 
2
日
(
火
)
あ
じ
さ
い
苑
内
視
察
､
下
水

道
運
営
審
議
会
研
修
会
　
　
(
-
事
3
日
)

1
 
3
日
(
水
)
い
ば
ら
き
農
業
改
革
研
究
会

1
 
5
日
(
金
)
生
き
が
い
健
康
ま
つ
り
､
介

護
保
険
運
営
協
議
会
､
行
政
書
士
会
県

南
支
部
来
庁

1
 
8
日
(
月
)
土
地
開
発
公
社
理
事
会
､
県

南
流
通
セ
ン
タ
-
株
主
総
会

-
 
9
日
(
火
)
阿
見
町
川
田
町
長
出
陣
式
､

稲
敷
広
域
組
合
定
例
議
会

2
0
日
(
水
)
寿
人
生
大
学
､
町
村
長
･
議

長
合
同
自
治
研
究
会

2
 
1
日
(
木
)
塵
芥
処
理
組
合
定
例
議
会

2
2
日
(
金
)
転
作
配
分
区
長
会
議
､
龍
ヶ

崎
地
区
保
護
司
会
定
例
研
修
会

2
4
日
(
日
)
レ
デ
ィ
丁
ス
ゴ
ル
フ
研
修
会

及
び
役
員
会

2
5
日
(
月
)
水
道
運
営
審
議
会

2
6
日
(
火
)
　
ブ
ラ
ン
ド
米
推
進
部
会
､

江
戸
崎
地
区
身
障
ス
ポ
-
ツ
大
会
打
合

せ
､
郡
航
空
騒
音
協
議
会

2
8
日
(
木
)
　
シ
ル
バ
-
人
材
セ
ン
タ
-

理
事
会
及
び
総
会
､
河
内
中
卓
球
部
関

東
大
会
出
場
表
敬
訪
問
､
議
会
運
営
委

員
会



皇室全土
県選抜チームのメンバ-に選ばれる

バスケットで河内中の青木豊君

河内中男子卓球で快挙

関東選抜卓球大会出場

陣のできZ.と

音の万華鏡の世界を体感

こころわくわくコンサ-ト開催

2年連続で県の優秀選手に

空手道で県教育長賞を受賞

3
月
2
8
日
か
ら
綱
目
に
か
け
て
東
京

体
育
館
で
行
わ
れ
る
､
第
1
 
5
回
都
道
府

県
対
抗
ジ
ュ
ニ
ア
大
会
の
茨
城
県
選
抜

チ
-
ム
の
メ
ン
バ
-
に
河
内
中
2
年
の

青
木
豊
君
が
選
ば
れ
ま
し
た
｡
こ
の
人

選
は
県
内
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
-
ル
強
化

選
手
2
2
名
の
中
で
行
わ
れ
､
1
 
2
名
が
選

ば
れ
た
も
の
で
す
｡

青
木
君
は
､
ス
ピ
ー
ド
が
あ
り
､
特

に
ア
ウ
ト
か
ら
の
シ
ュ
ー
ト
を
得
意
と

し
て
い
ま
す
｡

茨
城
県
選
抜
チ
-
ム
は
､
予
選
リ
-

グ
A
で
徳
島
県
･
愛
知
県
代
表
チ
-
ム

と
対
戦
し
ま
す
｡
県
代
表
と
し
て
青
木

君
の
更
な
る
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
｡

栃
木
市
総
合
体
育
館
で
3
月
2
3
･
2
4

日
に
行
わ
れ
る
関
東
選
抜
卓
球
大
会
に

河
内
中
2
年
男
子
チ
ー
ム
が
出
場
を
決

め
ま
し
た
｡
こ
の
大
会
は
各
都
県
男
女

2
-
8
チ
-
ム
計
4
8
校
が
出
場
し
て
行

わ
れ
ま
す
｡

監
督
及
び
選
手
を
紹
介
し
ま
す
｡

(
敬
称
略
)

監
督
　
高
橋
　
正
典

選
手
　
羽
根
田
　
仁

関
口
　
友
之

豪
富
　
和
寿

小
島
　
靖
之

大
吉
　
芳
美

渋
谷
孝
太
郎

海
老
原
友
晴

石
山
　
晃
一

植

竹

　

　

徹

山
形
　
裕
樹

木
村
　
拓
也

小
池
　
淳
夫

2
月
2
3
日
､
中
央
公
民
館
に
お
い
て
､

河
内
町
民
会
議
･
家
庭
教
育
学
級
共
催

の
　
｢
こ
こ
ろ
わ
く
わ
く
コ
ン
サ
1
卜
｣

が
開
か
れ
ま
し
た
｡

一
部
は
長
竿
小
5
年
生
の
　
｢
佐
原
暁

子
｣
､
二
部
で
は
　
｢
カ
ラ
-
ジ
ユ
｣
　
の

語
り
と
歌
と
ギ
タ
-
が
織
り
な
す
音
の

万
華
鏡
の
世
界
に
視
聴
者
の
心
を
と
ら

え
て
離
さ
な
か
っ
た
｡

子
供
た
ち
向
け
に
は
､
ハ
メ
ハ
メ
大

王
､
さ
ん
ぼ
､
ド
ラ
え
も
ん
な
ど
､
大

人
向
け
に
は
与
謝
野
晶
子
の
乱
れ
髪
か

ら
ル
ン
バ
フ
ラ
メ
ン
コ
に
の
っ
て
熱
く

歌
い
あ
げ
､
盛
大
な
喝
采
を
浴
び
な
が

ら
会
は
閉
じ
ら
れ
ま
し
た
｡

2
月
2
日
　
(
土
)
､
県
武
道
館
に
お

い
て
､
平
成
_
 
3
年
度
各
種
全
国
大
会
優

秀
選
手
褒
状
授
与
式
が
行
わ
れ
､
金
江

津
中
2
年
の
内
藤
五
月
さ
ん
が
､
空
手

道
で
県
教
育
長
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
｡

こ
れ
は
昨
年
夏
､
岩
手
県
盛
岡
市
で

開
催
さ
れ
た
､
第
4
4
回
全
国
小
･
中
学

校
空
手
道
選
手
権
大
会
に
お
い
て
茨
城

県
代
表
に
な
り
見
事
､
第
3
位
に
入
賞

す
る
な
ど
の
功
績
が
認
め
ら
れ
受
賞
し

た
も
の
で
す
｡

こ
れ
で
内
藤
さ
ん
は
､
平
成
_
2
年
の

世
界
大
会
第
3
位
で
の
県
知
事
賞
表
彰

に
つ
づ
き
2
年
連
続
の
受
賞
と
な
り
ま

し
た
｡



ンク-ルで入賞
しん

源清田小3年　山口　心君
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ぎですか｡｣と直接尋ねられ､｢はい｡妬きです｡｣としっ 

､､/かり答えることができたそうです｡ 

醒皿｡詳集まった子供たちと一緒に､ぴかぴかに輝いて 

(

き
よ
ラ
リ
ゆ
ラ

ど
う
し
て
わ
か
る
恐
竜
の
す
が
た

ぼ
く
の
中
で
､
き
ょ
う
り
ゆ
う

の
こ
と
が
気
に
な
り
始
め
た
の
は
､

き
ょ
年
の
秋
､
友
だ
ち
と
自
ぜ
ん

は
く
物
館
に
行
っ
た
と
き
｡

そ
こ
に
は
､
ふ
つ
う
の
天
井
よ

り
も
も
っ
と
高
く
て
大
き
な
ぎ
ょ

う
り
ゆ
う
の
は
ね
の
も
け
い
や
､

ロ
ボ
ッ
ト
が
あ
っ
た
｡
そ
ん
な
き
ょ

う
り
ゆ
う
を
見
た
ぼ
く
は
､
何
だ

か
体
が
ぞ
く
ぞ
く
し
て
き
た
｡

そ
れ
か
ら
半
年
､
少
し
き
ょ
う

り
ゆ
う
の
こ
と
も
わ
す
れ
か
け
て

い
た
と
き
､
こ
の
本
に
で
出
会
っ

た
｡｢

ど
う
し
て
わ
か
る
ぎ
ょ
う
り
ゆ

う
の
す
が
た
｣
　
と
い
う
題
を
見
た

と
き
､
ぼ
く
は
､
そ
の
意
味
が
ま

だ
よ
く
わ
か
ら
な
か
っ
た
｡
で
も
､

ど
ん
ど
ん
本
を
読
ん
で
い
く
う
ち
､

本
物
を
見
た
人
は
い
な
い
と
い
う

こ
と
､
化
石
や
地
そ
う
と
い
う
も

の
が
､
き
ょ
う
り
ゆ
う
の
手
が
か

り
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が

わ
か
っ
て
き
た
｡

こ
の
本
を
読
む
前
に
も
､
何
さ

つ
か
ぎ
ょ
う
り
ゆ
う
の
本
を
見
た

こ
と
が
あ
る
｡
そ
こ
に
は
､
い
ろ

い
ろ
な
き
ょ
う
り
ゆ
う
の
名
前
や
､

住
ん
で
い
た
場
所
の
こ
と
が
か
い

て
あ
っ
た
｡
で
も
､
こ
の
本
は
､

ち
が
っ
て
い
た
｡
二
お
く
三
千
万

年
も
前
の
こ
と
が
､
ど
う
し
て
わ

か
る
の
だ
ろ
う
か
｡
化
石
を
注
意

し
て
は
り
出
す
　
｢
は
っ
く
つ
｣
　
と

い
う
作
業
が
､
ど
ん
な
に
た
い
へ

ん
か
｡
は
っ
く
つ
さ
れ
た
歯
の
形

か
ら
､
ど
ん
な
物
を
食
べ
て
い
た

の
か
｡
た
っ
た
ひ
と
つ
の
は
ね
形

か
ら
､
き
ん
肉
の
つ
き
方
や
ひ
ふ

の
様
子
が
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
｡

ぼ
く
が
生
ま
れ
る
も
っ
と
も
っ

と
昔
､
百
六
十
年
も
の
間
に
､
た

く
さ
ん
の
人
た
ち
が
､
｢
ど
う
し

て
｣
　
と
､
ふ
し
ぎ
に
思
っ
た
り
､

｢
な
る
ほ
ど
｣
　
と
､
感
じ
た
り
し

て
､
今
の
ぎ
ょ
う
り
ゆ
う
の
す
か

た
に
な
っ
た
な
ん
て
､
本
当
に
す

ご
い
｡

ぼ
く
が
見
た
ビ
デ
オ
の
中
で
は
､

き
ょ
う
り
ゆ
う
は
､
空
か
ら
大
き

な
い
ん
石
が
落
ち
て
き
て
ぱ
く
発

し
て
全
め
つ
し
て
し
ま
っ
た
｡
本

当
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
け
ど
ち
ょ
っ

と
き
み
し
か
っ
た
｡

も
し
､
今
き
ょ
う
り
ゆ
う
が
生

き
て
い
た
ら
ど
う
な
っ
て
い
る
だ

ろ
う
｡
人
と
き
ょ
う
り
ゆ
う
は
､

い
っ
し
ょ
に
く
ら
す
こ
と
が
で
き

る
の
か
ぼ
く
に
は
よ
く
わ
か
ら
な

い
｡
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
､
人
間
の

こ
と
を
食
べ
て
し
ま
う
か
も
し
れ

な
い
｡
山
の
お
く
や
海
の
そ
こ
に
､

ま
だ
生
き
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
｡

い
つ
も
い
る
場
所
で
も
､
ち
ょ
っ

と
し
た
こ
と
に
　
｢
な
ん
だ
ろ
う
｣

と
ふ
し
ぎ
に
感
じ
た
り
､
思
い
が

け
な
い
こ
と
で
､
｢
そ
う
な
ん
だ
｣

と
､
気
が
つ
い
た
り
､
わ
か
っ
て

く
る
と
楽
し
く
な
っ
て
く
る
｡

ぼ
く
は
､
学
校
で
わ
か
ら
な
い

こ
と
が
あ
る
と
､
は
ず
か
し
く
て

だ
ま
っ
て
し
ま
う
｡
｢
ぎ
も
ん
が

わ
い
て
く
る
か
ら
ふ
し
ぎ
も
ど
ん

ど
ん
と
け
て
く
る
｡
｣
¥
と
い
う
こ

の
本
の
中
の
言
葉
で
､
何
だ
か
わ

か
ら
な
い
こ
と
も
だ
ん
だ
ん
楽
し

く
な
っ
て
き
た
｡
き
ょ
う
り
ゆ
う

を
研
究
し
て
い
る
人
た
ち
も
､
き
っ

と
い
ろ
い
ろ
な
ふ
し
ぎ
に
出
会
っ

て
､
た
く
さ
ん
の
ぎ
も
ん
が
わ
い

て
き
て
､
き
ょ
う
り
ゆ
う
が
す
き

に
な
っ
た
に
ち
が
い
な
い
｡

ぼ
く
も
､
こ
の
本
を
読
ん
で
､

き
ょ
う
り
ゆ
う
の
こ
と
が
す
さ
に

な
っ
た
気
が
す
る
｡
そ
し
て
き
ょ

う
り
ゆ
う
の
こ
と
が
も
っ
と
知
り

た
く
な
っ
た
｡



みんなの

お知らせ

3月の納税
◇国民年金保険料12期◇

徴収日は3月26日です｡

保健センター⑭4486

学校教育課⑭3322

誤芸嵩⑭2843

容措辞'晴

役　　　場⑭21 1 1

FAX⑭4357

水　道　課⑭2361　給食センター⑭2845

つつみ会館⑯3740　　　福祉センタ-⑭3699

テ-マ『家庭の役割』　　日時　4月11目(木)午後6時へ7時　間合せ先　容87-3561

講　師　増田　一江氏　場所　新利根町中山3912 (株)オクド　　　　　　　鈴木まで

生
活

自
動
車
税
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

グ
リ
ー
ン
化
に
伴
う
改
正

平
成
1
 
4
年
度
か
ら
環
境
に
配
慮

し
た
グ
リ
-
ン
化
の
実
施
に
よ
り
､

自
動
車
税
の
税
率
が
一
部
改
正
さ

れ
ま
す
｡

◎
環
境
負
荷
の
小
さ
い
自
動
車

･
改
正
税
率
　
1
 
3
-
5
0
%
減

･
対
象
車
　
　
平
成
1
 
3
･
1
4
年
度

に
新
車
新
規
登
録
さ
れ
た

｢
低
公
害
車
｣
　
｢
抵
排
出
ガ
ス

及
び
抵
燃
費
車
｣

･
対
象
期
間
　
新
車
新
規
登
録
後

の
翌
年
度
か
ら
2
年
間

◎
環
境
負
荷
の
大
き
い
自
動
車

･
改
正
税
率
　
1
 
0
%
増



心配ごと肥談斬
･ 4月1目脂〉　午前10時…正午

i 4月15日侶)午前10時…午後3時

会場:公民館第2分館

◇問合せ先社会福祉協議会
合84-2830

剛休　日　診　療剛
当　　番　　医

〈〉江戸崎地区

【4月】

7日　江戸崎病院0298-92-0262

14日　購駆勝涯院0298臆92-2232

21目　角崎クリニック　0298臆92臆3640

28日　和　田　医　院0298-92-2308

29日　矢野整形外科医院0298-92-2127

◇龍ヶ崎地区

*上段が内科､下段が外科です｡

【4月】

7日　う　ちだ医院

飯野クリニック

14日　鴻巣クリニック

牛　尾　病　院

21日　さくらクリニック

いがらしグ｣ニック

28日　山　村　医　院

西新道外科医院

29日　八代内科医院

野　村　医　院

*診療を受ける際は,必ず電話で
確かめてください｡

4月のゴミ収集カレンダ- 

資源回収日 劔燃えないごみ収集日(白色トレイ) 

A地区 �"ﾃ�bﾃ3��C地区 湯ﾃ#2�A地区 偖ﾈ�蕀YS#r�

B地区 �2ﾃ�r�D地区 ���ﾃ#B�B地区 

燃えるごみ収集日 劔プラスチックごみ収集日 

全地区i毎週月曜日と金曜日 劔全地区i毎週木曜日 

粗大ごみの予約収集日4月中の予約-5月11日 

鵜問合せ先都市計画課環境衛生係a内線155,156 

ごみ等の錠琵禁止ごみを投棄すると.処罰されます 『みんなの町､みんなできれいに] 

n
l
椅
動

･
一
般
二
1
 
8
歳
以
上
3
4
歳
未
満

･
技
能
二
1
 
8
歳
以
上
で
､
保
有
す

る
技
能
　
(
語
学
要
員
､
医

療
従
事
者
等
)
　
に
応
じ
5
3

歳
以
上
5
5
歳
未
満

試
験
期
日
　
4
月
-
 
3
日
(
土
)
･

1
 
4
日
(
日
)
･
1
 
5
日
(
月
)
の
い
ず

れ
か
一
日
を
指
定
さ
れ
ま
す
｡

二
処
　
遇
　
教
育
訓
練
招
集
手
当

日

額

7

.

9

0

0

円

教
育
訓
練

･
一
般
二
5
0
日
/
3
年
以
内



源清田保育所

中川　舞子ちゃん　　　　大谷　　光ちゃん

看護婦さん　　　　　　　　看護婦さん

金江津保育所

:　瀧j
江口　杏奈ちゃん
アイドルスター

旧　麻悠ちゃん
セ-ラ-A-ン

第1幼推園

根本　　呆くん
大工さん

壁菰
片岡　智清くん

ショへルカ臆の運転手

荒井　佑裁くん
サッカー選手

率

　

義

手

　

a

わ

も

俳

前

会

き

さ

ら

き

ゃ

畑

の

ゆ

る

み

し

尽

き

が

-

大

　

塚

一

　

重

右
に
な
ら
へ
左
に
な
ら
へ
浜
千
烏

田

海
鼠
裂
く
漁
師
の
指
の
太
か
均
し杉

手
の
ひ
ら
に
命
あ
つ
け
て
竜
の
玉

仮
の
世
の
こ
の
ひ
と
と
き
を
寒
牡
丹大

子
に
そ
そ
ぐ
愛
限
り
な
し
竜
の
玉

山

冬
け
や
き
雲
を
掴
ん
で
仁
王
三

橋

先
人
の
海
鼠
喰
ひ
た
る
心
意
気

若

中

　

康

　

夫

原

　

利

　

代

口

　

ふ

　

く

閃

　

き

　

と

田

　

幸

　

夫

爪

　

か

　

ん

泉

　

栄

　

治

死
ぬ
る
よ
り
生
き
る
が
難
し
冬
の
蜂飯

　

島

　

ヨ

シ

ノ

貴
び
た
る
海
気
き
か
な
に
地
酒
汲
む石

塚
　
た
か
よ
し

冬
木
､
一
÷
｣
れ
よ
り
先
は
会
津
須

根
　
本
　
た
け
し

十
登
豹
や
胡
麻
の
か
は
句
に
母
偲
ぶ

大
　
野
　
志
げ
子

し
が
ら
み
を
ク
ツ
と
呑
み
こ
み
海
気
食
む

田

　

沼

　

和

　

子

海
気
喰
ふ
不
漁
の
沖
の
波
騒
ぐ

津
　
根
　
と
し
お

庭
右
に
銀
の
芸
符
霜
柱

中

　

山

　

千

　

代

醍
醐
味
と
は
し
ゃ
く
家
族
や
大
津
嵐田

　

中

　

白

　

茅

竜
の
玉
子
供
心
に
返
り
け
り

吉

　

田

　

四

　

郎

孫
膝
に
春
の
表
行
の
歩
を
追
ふ

大

　

森

　

つ

　

や

寄
せ
る
波
返
す
波
音
湊
千
鳥

鴻

　

野

　

た

　

け

て

船
溜
り
兎
楽
の
や
ふ
に
千
烏
釆
ぬ

飯
塚
　
ま
さ
よ
し

窪

,

糞

,

I

.

.

　

　

　

　

�

.

ﾘ

.

�

%

ｩ

u

杏

ﾀ

西
空
に
残
り
し
月
の
優
し
か
-
後
を
頼
む
と
朝
日
を
迎
ふ

鷲
も
雲
雀
も
窮
も
年
々
に
成
句
て
淋
し
き
村
と
な
り
た
り

枯
れ
草
の
l
気
に
燃
え
て
燥
ぶ
る
板
垣
は
吾
に
寄
り
添
ふ
こ
と
し

誠
が
心
見
す
か
す
加
-
挑
む
ら
も
ハ
,
¥
シ
1
の
黄
は
今
華
や
け
り

繋
が
れ
し
鎖
の
無
を
越
え
ぬ
こ
と
解
か
れ
て
犬
は
結
界
超
え
ず



あれこれ
さん嘱託員　鈴木　久

大　浦　水

明治4年の｢五力村利根川沿岸絵図｣
(沼崎哲丈家蔵)

大
浦
水
門
碑
を
読
む

十
三
間
戸
の
は
ず
れ
､
東
町
余

津
谷
に
ほ
ど
近
い
土
手
下
に
岡
田

宇
之
助
県
知
事
題
額
の
水
門
碑
が

建
っ
て
い
ま
す
｡
碑
文
は
苔
で
解

読
が
困
難
で
す
が
､
幸
い
櫻
井
信

さ
ん
提
供
の
拓
本
が
あ
り
ま
し
た

の
で
読
み
下
し
に
し
て
み
ま
す
｡

大
浦
水
門
碑

築
堤
し
水
害
を
防
除
す
る
は
こ

れ
民
政
の
急
務
に
し
て
､
治
民
の

あ
`
｣
じ
`
.
〃

職
に
任
ず
る
青
山
豆
忽
せ
に
す
べ
け

へ

い

二

う

ん
や
｡
稲
敷
は
地
平
術
に
し
て
利

根
川
に
沿
え
ば
す
な
わ
ち
水
害
を

(

l

U

F

)

I

)

免
れ
ざ
る
也
｡
寛
政
三
年
大
雨
連

↑

つ

､

つ

句
水
量
凸
溢
し
､
新
利
根
川
沿
岸

特
甚
に
て
､
そ
の
惨
殆
ど
言
う
べ

(

か
ら
ず
｡
是
に
父
老
相
議
し
一
大

団
供
苦
心
百
端
､
遂
に
築
堤
通
樋
､

以
て
水
害
を
排
除
す
｡
爾
来
百
二

十
有
年
大
止
四
年
に
至
り
内
務
省

の
利
根
川
流
域
改
修
す
る
亭
あ
り
､

÷

せ

主

=

,

我
が
国
保
亦
新
に
凝
石
餐
瓦
の
粗

せ

､

二

｣

ノ

樋
を
作
り
且
つ
石
間
を
設
け
以
て

永
遠
の
計
を
成
立
せ
ん
と
欲
し
､

然
し
て
斯
く
工
を
為
し
た
り
｡

(x.),
経
紀
最
難
に
し
て
国
保
の
力
能
く

弁
ず
べ
か
ら
ざ
る
也
｡
乃
ち
諸
を

内
務
省
及
び
本
県
廃
に
稟
請
し
､

幸
い
こ
れ
を
聴
さ
れ
､
起
工
よ
り

贈
趨

竣
成
に
至
る
に
月
を
関
す
る
こ
と

十
有
三
､
労
徒
一
万
人
､
金
二
万

1

i

l

円
を
費
や
し
､
以
て
全
国
保
宿
昔

の
目
的
を
得
た
る
な
り
｡
今
葱
にI)

丙
辰
十
二
月
､
国
保
の
大
石
を
樹

て
そ
の
前
後
の
顛
末
を
記
し
諸
に

伝
え
て
朽
ざ
る
を
欲
し
､
余
に
文

を
徴
む
｡
余
素
よ
り
団
保
管
理
の

者
な
り
､
欣
然
と
し
て
そ
の
梗
概

ノ
t
.
I

を
叙
し
､
繋
ぎ
て
以
て
銘
と
す
｡

銘
に
白
く
｡
治
水
工
成
り
民
の
患

拭
う
が
如
し
　
東
に
舎
西
に
家
あ

-
¥
<
,
l

り
悦
び
て
稼
揺
す
　
堤
た
り
間
た

り
功
績
は
嚇
嚇
　
国
保
の
苦
心
を

て
い
せ
)
/
⊂

永
く
貞
石
に
留
め
ん
｡

大
正
五
年
十
二
月

撰
文
は
大
浦
沼
悪
水
落
普
通
水

利
組
合
管
理
者
市
村
成
美
郡
長
で
､

裏
面
に
常
設
委
員
と
し
て
櫻
井
さ

ん
の
祖
父
市
太
郎
を
筆
頭
に
七
人

の
名
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
｡

木
造
水
門
か
ら
石
造
水
門

碑
文
に
　
｢
寛
政
三
年
大
雨
｣
　
と

あ
り
ま
す
が
､
そ
の
年
新
利
根
排

水
の
木
造
悪
水
吐
樋
管
が
設
け
ら

れ
､
香
取
郡
金
江
津
村
外
四
力
村

と
河
内
郡
福
田
村
外
二
十
八
力
村

(
生
板
･
源
清
田
･
長
竿
を
含
む
)

計
三
十
二
力
村
で
大
浦
沼
悪
水
落

組
合
が
つ
く
ら
れ
､
明
治
に
北
相

馬
郡
加
納
新
田
が
加
わ
り
ま
す
｡

以
前
の
大
浦
沼
に
つ
い
て
は
沼

崎
哲
夫
家
文
書
と
絵
図
で
わ
ず
か

に
確
か
め
る
こ
と
が
出
来
ま
す
｡

悪
水
落
玖
樋
設
置
二

十
年
後
の
文
化
八
年
､

十
三
問
戸
村
が
御
普

請
役
に
提
出
し
た
村

明
細
帳
に
大
浦
沼

｢
悪
水
玖
樋
長
拾
間
､

横
二
間
高
四
尺
｣
　
の

記
載
が
あ
り
ま
す
｡

ま
た
明
治
四
年
の

｢
五
力
村
利
根
川
沿
岸
絵
図
｣
　
に

明
治
三
年
の
利
根
川
十
三
間
戸
決

壊
の
状
況
が
証
さ
れ
､
大
浦
沼
悪

水
落
玖
樋
も
見
え
ま
す
｡

そ
の
玖
樋
は
明
治
末
か
ら
の
利

根
川
改
修
に
伴
い
鉄
筋
混
凝
土
煉

瓦
石
造
水
門
に
改
築
さ
れ
ま
し
た
｡

長
さ
三
六
㍍
､
幅
二
･
七
㍍
､
高

さ
七
･
二
㍍
､
工
費
は
国
県
の
補

助
で
一
万
九
千
九
百
円
､
竣
工
は

大
正
五
年
十
二
月
三
十
日
､
そ
れ

を
記
念
し
て
水
門
碑
が
建
て
ら
れ
､

工
事
の
模
様
は
　
｢
大
浦
水
門
工
事

記
念
写
真
帳
｣
　
(
櫻
井
氏
提
供
)

に
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
｡

戦
後
大
浦
沼
の
干
拓

新
利
根
下
流
部
に
は
旧
利
根
の

鹿
川
敦
が
大
浦
沼
を
は
じ
め
数
多

く
散
在
し
､
周
辺
農
家
に
と
っ
て

は
水
路
の
利
用
の
外
泥
掻
き
や
肥

料
用
の
藻
採
り
の
稼
ぎ
場
で
あ
り

結
構
な
フ
ナ
釣
り
場
で
も
あ
り
ま

し
た
｡
た
ま
た
ま
建
設
省
か
ら
昭

和
二
九
年
度
か
ら
の
利
根
川
渡
漢

計
画
が
発
表
さ
れ
る
と
､
当
初
の

県
の
干
拓
計
画
を
変
更
し
､
浸
漢

土
砂
利
用
の
埋
め
立
て
を
行
い
､

昭
和
三
四
年
に
大
浦
な
ど
四
工
区

事
業
が
完
了
し
､
入
植
二
三
戸
に

水
田
一
･
五
町
歩
､
宅
地
一
反
歩
､

増
反
二
〇
〇
戸
に
は
各
二
･
五
反

歩
が
配
分
さ
れ
､
大
浦
工
区
に
は

七
戸
が
入
植
､
平
須
開
拓
農
業
協

同
組
合
に
加
入
､
二
毛
作
､
水
田

酪
農
の
モ
デ
ル
地
区
と
し
て
の
歴

史
を
歩
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
｡

そ
れ
に
伴
い
大
浦
水
門
は
　
｢
水

門
碑
｣
だ
け
を
残
し
て
姿
を
消
し
､

水
路
は
現
在
海
保
金
網
株
式
会
社

の
敷
地
に
な
っ
て
い
ま
す
｡



戸籍の窓
2月届出分(敬称略)

林　田　真　人　音北　丸　田

坪　田　剛　史　在　　　鎌

星　　　大　助　猿　　　島

高　山　義　美　音　万　　　年

氏　　　　名　　　　年　齢　　　地　区

北　口　　　　高　　　84　　浄　　　玄

酒　井　よ　　し　　　86　　　上金江津

大　川　啓　二　　　42　　　十　　　里

詳言臣
*掲載を肴�ｨ+8.ｨ,�*(鰄ﾘx,ﾒﾉ<ﾘ�,ﾈﾝｸ,��ﾀ

し出てください｡

町の人口と世帯

平成1｣年3月l日現在!
i

人　口1l･7う6人(十12)i

男　　5,809人(十1)竃

女　,5,9｣7人(十1) I

世##　3,301戸(+3)

鋤の交通事故"
2月発生状況(前月比) (累計)

発生件数件 8件(十2) (14)

内　死者数　　　0人(±0) (0)i
i

訳　負傷音数　　9人(十l) (17)i
i

竜ケ山蕗察著調べi

広報園

金　融　庁l

ペイオフ解禁に伴い預金の保護の範囲が変わります

◆万一金融機関が破たんした場合でも,預金者一人当た

り､定期預金等の元本1千万円までとその利息は,本

年4月以降も保護されます｡

◆合算して元本1千万円までとその利息は､あくまで最

低保障ですのでへ　受け取るのは1千万円だけではあり

ません｡

◆また､当座預金･普通預金等は平成15年3月まで全額

保護されています｡

問合せ先　関東財務局水戸財務事務所総務課総務係

丁Eし029臆221易3 1 88

又は最寄りの金融機関の窓口等へ

喜編集河内町秘書広聴課　　平成14年3月15日　発行

〒300臆1392　茨城県稲敷郡河内町源清田1183

ホームへ-ジ　http //w剛neトはaraki ne ｣P/kawac旧/

E　メ　-ル　kawachi@po net○○ba｢aki ne｣P

【寄贈者】

故
桜
井
　
昇
氏
(
下
金
江
津
)

故
山
本
と
よ
氏
(
源
清
田
堤
)

｢
火
焚
斗
｣
　
は
､
底
の
な
め
ら

か
な
金
属
製
の
器
具
で
､
中
に

炭
火
を
入
れ
､
そ
の
熱
気
を
利

用
し
､
底
を
布
に
押
し
当
て
て

し
わ簸

を
の
ば
す
も
の
で
す
｡

昭
和
の
始
め
､
ア
イ
ロ
ン
が

で
き
る
ま
で
使
わ
れ
ま
し
た
｡

醍
関
田
謹
謂
講
説
剰
諮
開
聞
開
聞
閏

T
¥

河
内
町
民
俗
資
料
館
員
聾
…

ひ

の

し

火

　

製

　

斗




